
報告第６号 

 

広島県歴史民俗資料館等連絡協議会第７６回研究会の開催について 

 

１ 概 要  広島県内の資料館関連施設が相互の連携を密にし、研修や研究討議を進めることを通し

て、各施設の活動をより活発化し、各々の抱えている問題解決の一助とするとともに、県

内の資料館事業の普及発展を図るため、毎年研究会を開催している。今回は東広島市にお

いて開催し、「学校の博物館・資料館利用の現状と課題」とテーマを設定し、基調講演や

事例報告を踏まえ、各館での課題や、その課題解決などについて協議を行う。 

 

２ テーマ設定の趣旨 現状の市の課題として、歴史民俗資料館への入館者数が伸び悩んでいる状況があり、

その一つの解決策として、市民に資料館に足を運んでもらうためにも、学校との連携

を図っていく中で、子どもたちに資料館を身近に感じてもらうことが必要である。そ

こで、広島県内の他市町・他の資料館の取組事例や、研究会における協議を参考とし

た上で、これまで以上に学校との連携に取り組んでいくことを目的としてテーマを設

定した。 

 

３ 日 時  平成３１年２月５日（火） １０時～１６時 

 

４ 場 所  東広島市役所本館４０３会議室 

 

５ 日 程 

(1) 研 究 会   開会あいさつ 

広島県歴史民俗資料館等連絡協議会 会長 田邊 英男 

        開催市代表あいさつ 

東広島市教育委員会 教育長 津森 毅 

        基調講演  「博物館・資料館を活用した学校教育の可能性」 

         福山大学 教授 小原 友行 

        事例報告① 「博物館・資料館と学校との連携について（問題提起）」 

         東広島市教育委員会文化課 主事 難波 直希  

        事例報告② 「広島県立歴史博物館における学校利用の現状と課題」 

         広島県立歴史博物館 非常勤職員 橋本 愛子 

        事例報告③ 「東城小学校６年生と時遊館の連携事業」 

         庄原市帝釈峡博物展示施設時悠館 主任（学芸員） 稲村 秀介 

        協議 

(2) 現地研修    西条酒蔵通り 

 

６ 出席者  東広島市教育委員会（教育長、文化課長、文化課職員） 

       広島県歴史民俗資料館等連絡協議会事務局（広島県立歴史民俗資料館） 

広島県歴史民俗資料館等連絡協議会加盟市町、資料館の担当者 
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